
育児休業支援手当金の支給要件の基本フローチャート

配偶者がいない 配偶者がいる

※配偶者の要件を満たす場合には、請求書裏面の添付書類を必ず提出してください。

育児休業支援手当金の支給を受けるには、組合員が対象期間に育児休業等を
14日以上取得している必要があり、かつ、以下「配偶者の要件を満たす場合」に
該当する必要があります。

配偶者が一定の期間（注）内に14日以上
の育児休業等をしている

配偶者が一定の期間（注）内に14日以上
の育児休業等をしていない

組合員が父親、かつ、子が
養子でない場合

組合員が母親、または子が
養子の場合

配偶者が雇用される労働者で
ない

配偶者が雇用される労働者
である

配偶者が育児休業等を取得
することができない

配偶者が育児休業等を取得
することができる

・配偶者がいない又は行方不明の場合（配偶者が勤務先に

おいて３か月以上無断欠勤が続いている場合又は災害によ

り行方不明となっている場合に限る。）は請求書の「配偶者の

状態」欄の「１」に該当することになりますので、請求書の「配

偶者の状態」欄の「１」に○をつけてください。

・配偶者が組合員の子と法律上の親子関係がない場合は

「２」、組合員が配偶者から暴力を受け別居中の場合は「３」

に該当することになりますので、請求書の「配偶者の状態」欄

の該当する番号に○をつけてください。

・配偶者が雇用される労働者でない場合は、請求書の「配偶

者の状態」欄の「４」または「５」に該当することになりますので、

該当する番号に○をつけてください。

・配偶者が一定の期間内に14日以上の育児休業等をしてい

る場合は、請求書の「配偶者の育児休業期間」欄に記載して

ください。

配偶者の要件を満たす場合は、組合員が対象期間に育

児休業等を14日以上取得していれば、育児休業支援手

当金の支給要件を満たすこととなります。

（注）一定の期間とは、「子の出生日」から起算して

56日を経過する日の翌日までの期間をいいます。

組合員は、育児休業支援手当金の支給要

件を満たしません。

・組合員が父親、かつ、子が養子でない場合は、請求書の

「配偶者の状態」欄の主に、「４」、「５」、「６」のいずれかに該

当することになりますので、該当する番号に○をつけてくださ

い。
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・配偶者が育児休業等を取得することができない場合は「７」

に該当することになりますので、請求書の「配偶者の状態」

欄の「７」に○をつけ、理由を記載してください。
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本資料の1～7、Ａ～

Ｄ、㋐～㋗は請求書

の表・裏面の番号、

記号と一致します。
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